
「豊太郎 が意識の ないとき に相沢が エリスに 伝えた」 というス トーリー について 」  

    

  理由  

     

   舞姫 を読んで みて豊太 郎が倒れ て意識が なくなっ たという 設定がど うもおか しいと  

      

  思った 。物語が 展開して いく上で は必要な のかもし れないが 物語は豊 太郎の視 点   

  から書 かれてい るため、 相沢を憎 むという 結末に至 るまで豊 太郎にと って都合 がい   

  いよう に書かれ てあると 思ったか ら。  

    

  結論  

     

   豊太 郎の無能 さと無責 任さを表 す場面で あり、豊 太郎の性 格と相沢 の性格と を対   

     

  照的に 表してい る。  

    

  豊太郎 の性格よ り  

     

   豊 太 郎 の 性 格 の 特 徴 と し 自 分 が 持 つ 意 志 と い う も の を 自 分 ひ と り で 実 行 す る こ と な

く、他人 の導くレ ールの上 を進むと いうこと があげら れる。こ のように いつも受 身で い る

から、自 分の波瀾 の多い人 生に対し て他人の せいにし てしまい 、無能な 人間にな って し ま

っている 。  

   例え ば、「我 と人との 関係を照 らさんと するとき 頼みし胸 中の鏡は 曇りたり 。」 と 本  

  

  文にあ るように 、豊太郎 は自分が 逆境に追 い込まれ たとき心 の中の鏡 が曇った か   

  ら何も できない と書いて ある。何 もできな いのは心 の鏡のせ いだと言 っている 。豊太   

  郎は他 のものの せいにす ることで 自分の責 任を認め ない、無 責任な人 間である 。だ   

   

  から自 分で自分 の状況に 関わる問 題を解決 していく ことはな い。  

    

  

  豊太郎 の性格を 踏まえた 上で、豊 太郎が意 識をなく す前後の 場面を考 える。豊 太郎が 大

臣に日本 への帰国 を「承知 しました 。」と言 ってから 家に帰る ときにか けて豊太 郎の 苦 悩

の様子が 書かれて いる。こ の苦悩と はエリス に日本へ の帰国を 何と言え ばいいの かと い う

ことであ る。豊太 郎はこの 苦悩につ いてずっ と悩んだ ままで具  



体的に対 処しよう とはしな い。苦悩 によるつ らさを冬 の真夜中 に雪が降 っている とい う 風

景と合わ せて書い てあるだ けだ。こ のことは 、これだ け時間を かけて悩 み、身体 的に も 精

神的にも 疲労して いるから この後豊 太郎が倒 れても無 理はない という状 況を作り 出し て い

る。また 、とてつ もなく苦 しい悩み であった というこ とも表し て  

いる。「 我が脳中 にはただ ただ我は 許すべか らぬ罪人 なりと思 ふ～」と あるよう に自 分 を

自傷して いる。し かし罪人 だと認め たことで 悩みは解 決するこ ともない し、ただ 自分 の 苦

悩を書き つづって いるだけ である。 豊太郎自 身による 言い訳で ある。そ して自分 では ど う

しようも ない悩み を放置し たまま意 識を失う ことで他 の人がど う  

にかして 解決して くれるの を待って いるかの ようだ。 責任回避 ともいえ る。  

  

  豊太郎 の意識が 戻り、相 沢がエリ スに告げ たことや エリスの 発狂を知 るが、豊 太郎は 意

識を失っ ていたの でエリス の発狂の 直接の原 因にはな らないの である。 エリスと の関 係 が

終わった のは自分 のせいで はないと しておく ことで自 分の非を 隠し、エ リスを愛 して い た

のに相沢 が悪いと いう状況 にしたの である。 エリスが 発狂して  

からのエ リスのこ とを「生 ける屍」 や「哀れ なる狂女 」と表現 している 。エリス の発 狂 の

凄まじさ がわかる 。しかし 、いくら エリスが おかしく なったと はいえ、 愛してい た女 性 を

このよう に表現す ることは ひどくな いか。豊 太郎の相 沢とエリ スへの無 責任さが 感じ ら れ

る。  

    

  相沢の 性格より  

    

  

  相沢の 性格と豊 太郎の性 格は対照 的だとい える。豊 太 郎は目先 のことば かり気に とら れ

てしまう のに対し て、相沢 は相手の 性格や意 図を理解 した上で 発言する 。相沢は 大臣 が 豊

太郎の言 語能力を 認めてい ることを 知った上 で、相沢 は 豊太郎と 自分自身 の出世の ために 、

行動して いる。私 情を除外 してでも 出世する ことを重 視して  

いる。だ から豊太 郎とエリ スとの関 係につい ても豊太 郎の性格 を知った 上で関係 を絶 つ よ

うに忠告 している 。またエ リスの発 狂後にエ リスの家 族に生活 費を渡し ている。 この こ と

から物事 をきちん と始末す る人間だ と思われ る。ただ 泣いて相 沢を恨む しかなか った 豊 太

郎とは違 っている 。  

    

  結論  

    

   「豊 太郎が意 識のない ときに相 沢がエリ スに伝え た」とい う設定に について 、相 沢 が

いなけれ ば出世も エリスと の関係を 絶つこと もできず に、責任 から逃げ てしまっ た豊 太 郎



と、ただ 出世のた めに使命 を果たす 相沢の性 格の違い がよく現 れている 場面であ る。  

    

  解決で きなかっ たこと  

    

   豊太 郎が意識 をなくし ていると きの相沢 の気持ち が分から なかった 。  

    

  参考に したもの  

    

   「近 代文学研 究会」   「国語 便覧」  

    


